
今年度のソフト施策について（１）サイクルイベントの実施

• 福山観光コンベンション協会主催で初級～上級者まで、各カテゴリーに合わせたイベントを行い、
サイクリングの魅力を伝えるとともに、しおまち海道の認知度を高める

• サイクルイベントの資金調達のために福山市がクラウドファンディングを行い、返礼品を活用して
地域のPRを行う

資料４

せとうちRideサイクルラリー

（時期）１０月～１１月
（主催）せとうち旅情実行委員会
（概要）福山市・尾道市・倉敷市で

同時開催されるスタンプラリー
（参加者）数千人

ふく福Ride

（時期）１１月上旬
（主催）福山市スポーツ協会
（概要）メインルート・サブルートを

コースとしたスタンプラリー
（参加者）１００人（定員）

ヒルクライムフェスタin四川

（時期）１１月中旬

（主催）福山あいライオンズクラブ

（概要）四川ダム周辺で開催されるヒルクライムレース

（参加者）２００名（定員）

【しおまち海道で行われているイベント】 【しおまち海道以外で行われているイベント】

〇開催時期 １０月～１１月頃

〇内容（案）

①ツアーガイド １０名～２０名程度

②サイクルイベント フリー参加

※今後契約する事業者との協議で内容を決定

参考

〈茨城県大洗町の事例〉



福山観光コンベンション協会
しおまち海道 公式ＨＰ・ＳＮＳ

福山市

• サイクルショップ等が実施するサイクルイベントについて、公式ＨＰやSNSで情報発信を行う
• しおまち海道の利用促進に寄与する取組については、市が名義後援を行う

サイクルショップ等

今年度のソフト施策について （２）サイクルショップ等との連携

• イベント実施の情報収集
• 名義後援等の調整

公式ＨＰ・ＳＮＳ掲載

〈試乗会イベント〉 〈パン＆カフェライド〉

しおまち海道で行われているサイクルショップによるイベント



今年度のソフト施策について （３）情報発信

• インフルエンサーと連携し、しおまち海道のＰＲを実施する
• 既存のしおまち海道のＰＲ動画を活用し、ＳＮＳで3か月間集中的に情報発信を行う

〈インフルエンサーを活用した情報発信 茨城県ＨＰ参照〉

【情報発信の取組の現状】

観光コンベンション協会が公式ＨＰ

やＳＮＳの更新を行っている

〇投稿頻度

・月に１回度程度

〇ＳＮＳの登録者数

・Instagra：771人

・Facebook： 85人

〈既存のＰＲ動画を分割して配信〉

【認知度向上の取組案】
〇インフルエンサーとの連携
影響力のある投稿者と連携し、しおまち海道のPRを通じて認知度の
向上を図る（他市事例：いばらきサイクリングナビゲーター）

〇既存のしおまち海道のＰＲ動画の活用
• 既存のしおまち海道のPR動画を活用し、情報発信アドバイザーの

助言を受けて、20秒程度に編集・分割した動画を配信する
• 3か月間は2～3日ごとに更新を行う


